
Human-Agent Interactionによって
人と人との関係性をより良くするコミュニティAIの構想
Designing Community AI to Enhance Human Relationships

through Human-Agent Interaction

松木 萌 1∗ 奥岡 耕平 1,2 川崎 邦将 1 大澤 正彦 1,2

Moe Matsuki1 Kohei Okuoka1,2 Kunimasa Kawasaki1 Masahiko Osawa1,2

1 日本大学 文理学部 次世代社会研究センター
1 Research Institute for Next Generation Society, Nihon University

2 日本大学 文理学部
2 College of Humanities and Sciences, Nihon University

Abstract: 昨今の人工知能への注目で「人と AIの協調」が頻繁に議論されているが、そもそも人
と人とは協調できていると言えるだろうか。本研究では、組織論における新たなモデルとして提唱さ
れているティール組織の実現を目指す試みとして、ティール組織実現のための 3つの要素を支援する
「コミュニティAI」の構想を示す。コミュニティAIは、メンタリング・マネジメント・マッチングの
機能を基に、3つの要素それぞれが持つ課題解決を目指す。

1 はじめに
2025年は「AIエージェント元年」とも言われ、AI

と共に働く時代が到来すると示唆されるようになって
きた。ChatGPTの登場により人工知能とのインタラク
ションの機会が増加し、これまで以上に人工知能と人
のインタラクションについての議論が活発になってい
る。人と人工知能の協調が日々世界中で活発に問われ
続けている現代において、そもそも人と人とは協調で
きているだろうか。本研究では、人と人工知能の関係性
をデザインしてきた Human-Agent Interaction (HAI)

の知見や技術を、人と人との関係性をデザインするた
めに応用することを目指す。
人同士の良好な関係の実現に向けた方法論は組織論
として研究が進められている。組織論における新たな
モデルとして、フレデリック・ラルーはティール組織
と呼ばれる組織モデルを提唱している [1]。フレデリッ
ク・ラルーは、現在の企業に多く取り入れられている組
織体制はオレンジ組織として分類している。オレンジ
組織は、成果主義・競争重視の構造を採用しており、業
務効率を追求している。しかしこのような組織は、人
を組織のパーツとして扱い、人同士の関係をルール化
する。結果、組織に対する理解が十分でない構成員は、
組織的としての合理的な意思決定に対して不満を持つ
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ことがしばしばあり、人とのストレスフルな関係性を
生み出す根源になっている場合もある。
この問題に対して、メンバー全員が自身の目的達成
に向けて自主的に行動することで運営される、ティール
組織に進化することの有効性が主張されている。ティー
ル組織は、「生命体としての組織」とも表現され、これ
までの機械的なオレンジ組織とは異なった組織と言え
る。ティール組織の実現には、エボリューショナリー
パーパス（存在目的）・セルフマネジメント（自主経営）・
ホールネス（全体性）の３つの要素を実現する必要が
あると言われている。
しかし、これら３つの要素を実現するためには、構
成するメンバーそれぞれが自らの目的を明確に言語化
することや、目的達成のために自己管理ができるよう
に教育することに加えて、メンバー同士を上手く連携
させるための施策が必要であった。しかし、これらの
支援ができる技能を有した人材を、メンバー全員が支
援を受けられるように確保することは困難である。
そこで本研究では、ティール組織実現のための３つ
の要素を支援するコミュニティAIを提案する。提案す
るコミュニティAIは、３つの要素の支援のためにそれ
ぞれメンタリング・マネジメント・マッチングの機能
を有している。また提案するコミュニティAIでは、こ
れらの機能の基盤に、他者モデルと呼ばれる他者の心
理状態や行動を予測・解釈をする人間の認知プロセス
のモデルを活用することで、各支援をメンバーに行う
際の円滑なコミュニケーションを実現する。
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2 背景
2.1 ティール組織
ティール組織は、フレデリック・ラルーが提唱する
組織モデルである [1]。ラルーは、組織の発展段階を 5

つの色で分類して下記のように定義している。最も原
始的な組織体系がレッド組織であり、最も進化した組
織体系がティール組織である。

レッド リーダーの圧倒的な力で支配される原始的な組
織形態。組織の維持のため、短期的な利益が追及
される傾向にある。オオカミの群れにも例えら
れる。

アンバー 厳格な階層構造とルールや伝統に基づいて運
営される組織形態。意思決定が中央集権的であ
り、より多くの人数を統率可能である。軍隊にも
例えられる。

オレンジ 目的達成と成果を重視して運営される組織形
態。競争や効率性が重要視され、メンバーは客観
的な数値管理が徹底される。近代的な企業の構造
はオレンジ組織に当てはまると言われる。

グリーン オレンジ組織よりもメンバーがより主体的に
行動することができるようになった組織形態。意
思決定がボトムアップ的であり、リーダーはメン
バーがより働きやすくなる環境を整える役割を求
められる。

ティール リーダーを配置せず、メンバーそれぞれが意
思決定を行う組織形態。メンバー間は上下関係は
なくフラットな関係で、組織の目的はメンバー各
自の目的と合致しているのが特徴。

現状の企業に多く取り入れられている組織体制であ
るオレンジ組織は、成果主義・競争重視の構造を採用
しており、業務効率を追求している。しかし、このよ
うな組織は、人を組織のパーツとして扱い、人同士の
コミュニケーションをルールや仕組みに落とし込んで
いる。この問題を克服するために、ティール組織の実
現が有効であると考えられる。
ラルーは、ティール組織の実現のための３つの要素
を、エボリューショナリーパーパス（存在目的）・セル
フマネジメント（自主経営）・ホールネス（全体性）と
提唱している。存在目的とは、組織が存在する目的を
各メンバーが理解し、さらに各メンバーが追及してい
る状態を示す。メンバー各自の目的と組織の目的が合
致しているティール組織では、各メンバーが組織の存
在目的を明確に理解している必要がある。自主経営は、
各メンバーに大きな裁量が割り当てられ、メンバー自
らが意思決定の権利を持っている状態を示す。階層構

造をもたず、各メンバーがフラットな関係であるため
には、メンバーそれぞれが意思決定権を持って行動で
きる組織であることが求められる。全体性は、各メン
バーが互いに認め合い、自分の能力や才能を発揮でき
る環境が整っている状態を示す。各メンバーが自分の
個性や才能を公平に評価され、自分が自分らしくいて
いいと認められる場所だと認識できるような状態が求
められる。

2.2 支援エージェントの課題と解決策
ティール組織において重要な、存在目的・自主経営・全
体性の 3つの要素を実現するためには現状課題がある。
各メンバーが組織の存在目的を明確に理解している
状態である「存在目的」を実現するためには、構成する
メンバーそれぞれが自らの目的を明確に言語化するこ
とが必要と考えられる。しかし、自らの目的を人に理解
してもらうレベルで言語化することは、人によっては
困難な場合があり、人の能力に依存してしまうという
課題がある。人の能力に依存してしまうことは、ティー
ル組織を実現するための再現性が失われてしまう。
次に、メンバー自らが意思決定の権利を持っている

「自主経営」を実現するためには、各メンバが高い自己
管理能力を有している必要があると考える。しかし、こ
れも先ほどと同様で人の能力に依存してしまうため、テ
ィール組織を実現するための再現性が失われてしまう。
最後に、各メンバーが互いに認め合い自分の能力や
才能を発揮できる状態の「全体性」を実現するために
は、お互いに尊重し合えるメンバと協力し合える出会
いが重要であると考える。しかし、自身と相性の良い
お互いに尊重し合える他者と出会えることは運の要素
が強くこれも再現性がないと言える。
それぞれの課題の解決策として、著者らは「メンタ
リング」「マネジメント」「マッチング」の３つの機能
がコミュニティAIに必要であると考えている。さらに、
各機能は「他者モデル」を基盤として実装している必
要があると主張する。次章で、他者モデルとエージェ
ントの既存研究について述べる。

2.3 エージェントと他者モデル
HAIの研究において、エージェントは「人間とイン
タラクションを行う自律的なシステム」または「その
ように見せかけるシステム」と定義されている [2, 3]。
人とエージェントの円滑なコミュニケーションを実現
するためには、「他者モデル」が重要な役割を果たすと
考えられている [4, 5, 6]。
著者らの一部は、他者モデルを「心的状態や行動の
予測・解釈をする認知モデル」と定義した上で、信念・



願望・意図という 3種類の心的状態を扱った他者モデ
ル付き対話認知モデルを提案している [6]。この 3つの
心的状態は、Bratmanが提唱した意図の理論 [7]に基
づくもので、信念とは認識している世界の情報や知識
であり、願望とは達成したい目標や状態を指す。そし
て、意図とは行動を起こすための計画や戦略である。ま
た、Raoらはこの意図の理論に基づいて、人間の行動
選択や意思決定に関する BDIモデル [8]を提唱してい
る。なお、先行研究 [6]は Raoらの提唱する BDIモデ
ルをベースにしたモデルである。
著者らは提案するコミュニティAIにおいても他者モ
デルが重要であると考え、2.2節で述べた 3つの要素を
解決するための３つの機能の基盤として、他者モデル
を用いる実装を着想した。詳細は次章で述べる。

3 コミュニティAIの構想
本研究で提案するコミュニティAIの機能は、メンタ
リング・マネジメント・マッチングの３つから構成さ
れる。本章では、各機能がどのように 2.2節で述べた
3つの要素それぞれが持つ課題を解決するか述べた上
で、各機能の実装に向けた指針を述べる。

3.1 メンタリング
存在目的の要素を実現する上で、自らの目的を人に
理解してもらうレベルで言語化することは、人によっ
ては困難な場合があり、人の能力に依存してしまうと
いう課題がある。そこで、自らの目標について理解を
深めるような自己内省を支援する方法として、本研究
ではメンタリングに着目した。メンタリングとは、教
育者や年長者といった経験や知見を有する「メンター」
が学生や若者といった「メンティ」に対して行う支援
活動である。本研究では特に、メンバ自らの目標に対
する理解・言語化を促すための一対一のコミュニケー
ションを扱い、メンタリングと呼称する。
著者らは先行研究として、探究学習におけるメンタ
リングシステムを提案している [9]。探究学習は、学習
者自身が問題を設定し、その問題を解決する過程を通
して能力を獲得する学習法であり、存在目的実装のた
めの課題を解決するための手段として有効だと考えら
れる。
この先行研究のシステムにさらに他者モデルを実装
することで、メンティの意図や心理状態を推定し、メ
ンティの言語化が不十分な箇所についてより深ぼるよ
うに質問するメンタリングが実現できる可能性がある。

3.2 マッチング
全体性の要素を実現する上で、お互いに尊重し合え
るメンバーと協力し合える出会いが重要であると考え
る。ここで、著者らの一部は個人の目標が類似する人同
士でマッチングをすることで、チームの目標に対して
モチベーションが上がりやすいという仮説に基づいた
マッチング手法を提案し、授業で行うグループワーク
にて主観評価で一部支持される結果を示している [10]。
この先行研究のシステムに他者モデルを実装するこ
とで、メンバーの行動やその意図を予測し、その結果
をもとにマッチングすることができるようになる。同
時に、ティール組織において組織の目標は、個人の目
標に沿って逐次的にチームの目標が変化するため、メ
ンバの行動やその意図を予測できることが、ティール
組織の目標の流動的な変化に対して迅速に対応できる
ようになる可能性がある。

3.3 マネジメント
自主経営の要素を実現する上で、各メンバが高い自
己管理能力を有している必要があるが、この能力は人
の能力に依存してしまうため、ティール組織を実現す
るための再現性が失われてしまう課題がある。著者ら
の一部はタスク管理の支援ツールとして、タスクの細
分化を促すシステムを開発した [11]。
この先行研究のシステムに他者モデルを実装するこ
とで、自己の心理的状態を予測した上でタスクの細分
化支援を行うことが出るので、ユーザの意図に沿った
タスク分解が促される可能性がある。

4 課題と今後の展望
4.1 技術的な課題と展望
著者らの過去の取り組みとして、基盤となる他者モ
デルを持った認知アーキテクチャの研究 [5, 6] に加え、
メンタリング・マッチング・マネジメントの３つの機能
それぞれに対応するエージェントの開発と実証実験を
行っている [9, 10, 12, 11]。今後はまず、これらの研究
の成果をコミュニティAIとして統合し, 実装していく
ことを考えている。また、統合したコミュニティAIの
実装に向けて, データ収集、データ管理、プログラム管
理といった, 基盤となるプラットフォームの開発が必要
である。このプラットフォームを通じて支援エージェ
ントを実装することで、データやプログラムなどを一
元管理し、また開発における共通項をパッケージ化し
ておくなどの仕組みを作る。



4.2 実践と検証
筆者らは、これまでに様々な組織・コミュニティの構
築と、構成員の支援・教育に関する実践を行ってきた。
2014年に設立した全脳アーキテクチャ若手の会 [13]は、
知能という共通の興味関心をもつ多様な立場の人々が
集まるコミュニティとして運用した。2020年に設立し
た日本大学文理学部次世代社会研究センター（RINGS）
も、大学公認の研究センターでありながら、大学生や
教職員はもちろん、学外の組織・団体とパートナーシッ
プや、個人としてのプロボノとしての参画を受け入れ
ることで、コミュニティとしての機能を果たしている。
提案するコミュニティAIの実証の場所としては、研
究室や日本大学文理学部の授業などの場を活用してい
く。例えば、過去学部１年生のグループワークをする授
業を実証の場としたことがある。今後もグループワー
ク授業においてチーム形成の際に、エージェントを活
用しメンタリングやマッチングの支援を実践すること
ができる。また、研究室内でプレゼンテーションなど
の指導員から学生への指導をする際に、マネジメント
の支援を実践することができる。
今後の展望として、研究室や授業の場を活用して実
践を積みデータや知見、被験者からのフィードバックを
もらうことで、エージェントの性能についてブラッシュ
アップし、また、コミュニティAIとして不足している
役割を検討するなど、実装と実践を繰り返していく。
そして、社会実装の実現のためには、もっと大規模
の組織に展開していく必要がある。次世代社会研究セ
ンター（RINGS）には現在 320名程度の社会人や学生
が所属している。規模の大きい組織の実証実験の場と
して RINGSにも今後展開し実践と改良を重ねていく。

5 結論
本稿では、組織論における新たなモデルとして提唱
されているティール組織の実現を目指す試みとして、
ティール組織実現のための 3つの要素を支援する「コ
ミュニティAI」の構想を示した。コミュニティAIは、
メンタリング・マネジメント・マッチングの機能を基
に、3つの要素それぞれが持つ課題解決を目指す。その
ために今後実装と実践を繰り返し、フィードバックを
もとに改良を繰り返し、社会実装を目指す。
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